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平素より、「ビルドアップ型 ＭＳグローバル・プレミアム株式（為替ヘッジなし）2020-11（限定追加型）」をご愛顧賜り、

厚く御礼申し上げます。

当ファンドは2020年11月20日に設定され、運用を開始いたしました。つきましては、2020年11月20日現在の

組入資産の状況や基準価額についてご報告申し上げます。

また、当ファンドは2020年12月24日まで継続申込期間中となっております。

今後とも引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

■マザーファンドはモルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン マザーファンドです。■表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。
■上記は、過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものではありません。また、税
金・手数料等を考慮しておりません。

当ファンドの基準価額と純資産総額

・基準価額（1万口当たり）は、運用管理費用（信託報酬）控除後の値です。・信託報酬率は、後記の「ファンドの費用」に記載しています。

基準価額
（1万口当たり） 10,001円

純資産総額 87.6億円

当ファンドの組入資産の状況

※本資料はビルドアップ型 ＭＳグローバル・プレミアム株式（為替ヘッジなし）2020-11（限定追加型）の運用状況を投資家のみなさまにご紹介するために作成し
たものです。このため、ファンドの商品性、リスク、お申込みメモなどについては投資信託説明書（交付目論見書）をご確認いただく必要があります。

組入資産 比率 金額ベース
（元本1万口当たり）

株式部分
（マザーファンド） 5.0％ 501円

株式部分以外
（日本国債、短期金融資産） 95.0％ 9,500円

※「本資料に関するご注意事項」の内容を必ずご確認ください。

動画で詳しく当ファンドを解説！

 株式部分（マザーファンド）の運用とプレミアム企業について
 ビルドアップ型による時間分散投資について

・動画は一定期間経過後、予告なく削除されることがあります。

（2020年11月20日現在）

（2020年11月20日現在）

・金額ベース（元本1万口当たり）は下記で算出しています。
株式部分（マザーファンド）：組入れているマザーファンドの評価額÷ベビーファンドの受益権総口数×10,000
株式部分以外（日本国債、短期金融資産）：基準価額（1万口当たり）－株式部分（マザーファンド）の金額ベース（元本1万口当たり）
・比率は基準価額（1万口当たり）に占めるそれぞれの金額ベース（元本1万口当たり）の割合です。
・株式部分（マザーファンド）の金額ベース（元本1万口当たり）は、資金動向や組入資産の価格変動等により、元本1万口当たり500円程度とならない場合が
あります。



１ 世界各国のプレミアム企業の株式等に投資を行い、中長期的な値上がり益の獲得を目指します。

 世界各国のプレミアム企業の株式への投資は、モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン マザーファンドを通じて実質的に行います

（以下、マザーファンドに投資する部分を「株式部分」といいます。）。

 当ファンドにおいて「プレミアム企業」とは、高いブランド力、有力な特許、強固な販売網など、競争優位の無形資産を裏付けに、持続的にフリー・

キャッシュフローを増大させることが期待される企業を指します。

２ マザーファンドの運用にあたっては、モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・リミテッドに運用指図の権限を委

託します。

 銘柄の選定に際しては、長期保有を視野に徹底的なボトムアップ・アプローチを行い、収益性、財務内容の分析に加え、保有する無形資産や経営陣

の質などから利益成長の持続可能性を多面的に分析します。原則として、厳選した20～40銘柄に集中投資を行います。

 マザーファンドにおける株式の組入比率は、原則として高位を保ちます。

 モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・リミテッド（所在地：英国ロンドン）は、モルガン･スタンレー・インベストメント･マネジメントの欧州拠点で

す。モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメントは、世界各国に拠点を持つグローバル総合金融機関であるモルガン・スタンレーの資産運用部

門で、株式運用において大手の資産運用グループの一つです。

３ 株式部分については、設定日から2022年6月までドルコスト平均法の投資効果を得ることを目指した時間分散投資を
行い、その後は高位に組入れることを基本とします。

 ドルコスト平均法によって、株式部分への投資時の一時的な価格変動の影響を分散させることを狙います。

 設定日から2022年6月までは、定期的（原則、毎月末＊）に一定金額（元本1万口当たり500円程度）を株式部分に投資し、組入れを増やしていきます。

また、株式部分以外は、残存期間が1年以内の日本国債や短期金融資産に投資します。

＊ 2020年11月は設定時に株式部分への投資を行います。

＊ 2022年6月の株式部分への投資は、資金動向や運用状況、信託報酬等により元本1万口当たり500円程度とならない場合があります。

 2022年7月以降は株式部分を高位に組入れることを基本とします。

※ 上記は、元本1万口当たり1万円とした場合であり、実際の運用を示したものではありません。また、上記のとおりにならない場合があります。

※ 資金動向や組入資産の価格変動等により、実際の組入資産の比率は変動するため上記とは異なります。

※ 運用開始後、実際の基準価額は、組入資産の価格変動や信託報酬等の影響を受けるため変動します（多くの場合、元本1万口当たり1万円とは
なりません）。また、株式部分の組入れの増加とともに、株式部分の変動がファンドの基準価額に与える影響は大きくなります。

４ 原則として、為替ヘッジを行いません。

 実質組入外貨建資産について、原則として為替ヘッジを行いませんので、為替相場による影響を受けます。

５ 年1回の決算時(2月23日(休業日の場合は翌営業日))に分配金額を決定します。

 分配金額は委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象収益が少額の場合には、分配を行わないことがあります。

将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するものではありません。 （初回決算日は、2021年2月24日です。）

６ ご購入のお申込みは2020年12月24日まで限定して受付けます。

※ 当初設定時から一定期間に限定して追加募集を行い、その期間経過後は追加募集しないタイプの投資信託を限定追加型の投資信託といいます。
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ファンドの目的 信託財産の成長を目指して運用を行います。

ファンドの特色

ファンドの目的・特色

市況動向および資金動向等により、上記のような運用が行えない場合があります。

分配金額の決定にあたっては、信託財産の成長を優先し、原則として分配を抑制する方針とします。（基準価額水準や市況動向等により変更
する場合があります。）

時間分散投資期間
（株式部分積み上げ期間） 株式部分高位組入れ期間

（元本1万口当たり、円）

株式部分への時間分散投資のイメージ

毎月、500円を新たに株式部分に投資
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ファンドの費用

※運用管理費用（信託報酬）および監査費用は、日々計上され、ファンドの基準価額に反映されます。毎計算期間の6ヵ月終了時、毎決算時または償還時にファ
ンドから支払われます。※上記の費用（手数料等）については、保有金額または保有期間等により異なるため、あらかじめ合計額等を記載することはできません。な
お、ファンドが負担する費用（手数料等）の支払い実績は、交付運用報告書に開示されていますのでご参照ください。

■お客さまが信託財産で間接的に負担する費用

■お客さまが直接的に負担する費用

購入時 購入時手数料
購入価額に対して、上限2.20％（税抜 2.00％）
販売会社が定めます。
くわしくは、販売会社にご確認ください。

換金時 信託財産留保額 ありません。

保有
期間中

運用管理費用
（信託報酬）

日々の純資産総額に対して、次に掲げる率をかけた額とします。

＊委託会社の営業日をいいます。

その他の費用・
手数料

以下の費用・手数料についてもファンドが負担します。
・監査法人に支払われるファンドの監査費用 ・有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料
・有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 ・その他信託事務の処理にかかる
諸費用 等
※上記の費用・手数料については、売買条件等により異なるため、あらかじめ金額または上限額等を記載することはできません。

投資リスク

基準価額の変動要因：ファンドの基準価額は、株式市場の相場変動による組入株式の価格変動、金利変動による組入公

社債の価格変動や為替相場の変動等により上下します。また、組入有価証券等の発行者等の経営・財務状況の変化およ

びそれらに関する外部評価の影響を受けます。これらの運用により信託財産に生じた損益はすべて投資者のみなさまに帰

属します。したがって、投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被り、投

資元本を割り込むことがあります。投資信託は預貯金と異なります。主な変動要因は、価格変動リスク、為替変動リスクです。

上記は主なリスクであり、これらに限定されるものではありません。くわしくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧

ください。

ビルドアップ型 ＭＳグローバル・プレミアム株式（為替ヘッジなし）2020-11（限定追加型）

期間 信託報酬率

設定日から2022年6月の最終営業日＊まで 年率0.9075％（税抜 年率0.8250％）

2022年6月の最終営業日＊の翌日以降 年率1.8150％（税抜 年率1.6500％）
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本資料に関するご注意事項

本資料は三菱ＵＦＪ国際投信が作成した情報提供資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。投資信託をご購入の場
合は、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

本資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。

本資料は信頼できると判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性等を保証するものではありません。

投資信託は、預金等や保険契約とは異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。銀行等の登録金融機関
でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の補償の対象ではありません。

投資信託は、販売会社がお申込みの取扱いを行い委託会社が運用を行います。

設定・運用
三菱ＵＦＪ国際投信株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第404号
加入協会：一般社団法人投資信託協会

一般社団法人日本投資顧問業協会

委託会社（ファンドの運用の指図等）
三菱ＵＦＪ国際投信株式会社

お客さま専用フリーダイヤル：
0120-151034（受付時間／営業日の9:00～17:00）

ホームページアドレス：
https://www.am.mufg.jp/

受託会社（ファンドの財産の保管・管理等）
株式会社りそな銀行

販売会社情報一覧表 投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は下記の販売会社まで

商号 登録番号等 加入協会

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第２３３６号

日本証券業協会／一般社団法人日本投資顧問業協会／
一般社団法人金融先物取引業協会／
一般社団法人第二種金融商品取引業協会

ビルドアップ型 ＭＳグローバル・プレミアム株式（為替ヘッジなし）2020-11（限定追加型）


